
戦後の小笠原航路復興に

貢献した貨客船

文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)
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《 主 要 目 》 貨 吾船。小笠原海運所有。総 トン数 (新造時)2614ト ン、載貨重量 トン数2218トン。垂線間長825メー トル、型幅137メー トル。主機デ

ィーゼル 1基、最大出力3150馬力、最高速力169ノ ット、航海速力145ノ ット。旅客定員822人。関西汽船の沖縄航幡貨富船 浮 島丸と

して1960(昭 和35)年 3月佐野安船渠で竣工。1973(昭和48)年 3月小笠原海運が購入し父島丸と改名。理月から東京～小笠原航路に就

航。1979(昭和54)年 4月台湾の長栄海運Evergreen Mattne Corp に 売却され航海練習船 長 練EVEtt TRA N NGと なる。1984(昭

和59)年 高雄で解体

浮島丸の絵章書 (大久保一郎画)

父阜丸 (東京港竹芝で筆者撮影)
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名 船 発 掘 ,日 本

前
身
は
沖
縄
航
路
の
貨
客
船

「浮
島
丸
」

今
年
の
友
、

小
笠
原
れ
運
の
東
京
～
小
笠
原
航
路

に
３
代
Ｈ
の

「
お
が
さ
わ
ら
九
」
が
金
坊
す
る
．

総

ト
ン
抜
１
万
１
０
０
０
ト
ン
．

航
海
速
力
２３
　
８
ノ

ッ
ト
。

父
島
ま
で
の
航
な
時
間
を
現
行
の
２５
時
間
半

か
ら
２４
時
間
に
何
縮
す
る
予
定
で
あ
る
。

小
笠
原
航
怖
は
１
８
７
６

（明
治
９
）
年
の
二
竣

会
社
に
よ
る
開
業
以
来
、

戦
後
の
中
断
期
を
ふ
く
め

１
４
０
年
に
わ
た
る
歴
史
が
あ
る
。

南
南
束

へ
片
道

１
０
０
０
ｋｍ
と

い
う
良

い
航
ル
ーｌｉ
離
、

「近
海
」
と

い
う
船
舶
安
全
法
■
の
航
路
区
分
か
ら
み
て
も
、

民

営
に
よ
る
黒
色
の
離
島
定
期
航
路
と
い
え
よ
う
。

戦
後
、

小
笠
原
へ
の
民
常
航
路
を
経
営
し
て
き
た

の
は
小
笠
原
加
述
で
あ
る
。
１
９
６
９
（昭
和
４４
）年
、

近
海
郵
船
と
東
海
汽
船
の
折
半
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
。

開
業
は
１
９
７
２

（昭
和
４７
）
年
４
月
。

第

１
使
と
し
て
就
航
し
た
の
は
、

束
海
汽
船
か
ら
用
船

し
た

「怖
九
」
（１
０
１
６
総
ト
ン
）
で
あ
る
。

小
笠
原
返
還
後
の
海
上
交
通
は
、

当
初
、

東
京
都

の
用
船
運
航
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

「椿
九
」
は

「
時
か
ら
ｉ
力
船
で
あ

っ
た
。

だ
が
、

同
船
は
小
川

で
あ
り
、

敗
戦
後
の
資
材
不
足
の
な
か
で
建
辻
さ
れ

た
老
齢
船
で
あ

っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
も
遅
い
。

そ
こ
で
、小

生
原
海
延
は
開
業
の
翌
年
（１
９
７
３

年
）
、

よ
り
大
き

い
自
社
船
に
代
な
す
る
こ
と
を
決

め
、

関
西
汽
船
の
貨
客
船

「浮
島
丸
」
を
９
８
０
０

万
円
で
購
人
。

「
父
島
九
」
と
改
名
し
、

同
年
４
月

４
日
東
京
竹
芝
発
か
ら
小
争
原
航
路
に
投
入
し
た
。

関
西
汽
船
の

「浮
島
九
」
は
、

阪
神
～
那
覇
航
路

の
貨
客
船

「
那
智
九
」
（１
６
０
１
総
ト
ン
、
１
９

２
６
年
竣
■
）
の
代
船
と
し
て
、
１
９
６
０

（昭
和

３５
）
年
３
月
に
佐
野
安
船
楽
で
建
造
さ
れ
た
。

荒
天
航
海
時
の
耐
波
性
を
配
慮
し
て
長
船
首
楼
型

を
採
用
．

迪

い
波
の
打
ち
込
み
を
防
ぐ
た
め
船
尾
楼

が
設
け
ら
れ
た

（前
東
の

「浮
内
丸
」
の
絵
☆
き
参

照
）。
ち
な
み
に
、後

年
、船

楼
間
の
ウ
エ
ル

（凹
部
）

は
閉
鎖
さ
れ
、

両
舷
に
船
京
が
増
設
さ
れ
て
い
る
ｃ

中
央
Ｗ
版
生
の
下
用
前
間
に
は
、
１
件
怖
客
用
の

ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン

（食
化
）
が
配
置
さ
れ
た
。

そ

の
１
層
上
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
た
。

貨
物
関
連
で
は
、
１
希
船
合
に
青
来
物
鮮
度
保
持

の
た
め
動
力
迎
瓜
去
世
が
術
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

こ
量
物

の
積
載
可
能
な
１０
ト
ン
デ
リ
ツ
ク
を
装
備

（２
番
倉
口
）。
冷
凍
貨
物
倉
も
設
け
ら
れ
た
。

小
笠
原
海
避
の
最
初
の
自
社
船
「父
島
丸
」

本
格
的
な
貨
各
恥

「
父
島
九
」
の
登
場
に
よ
り
、

小
笠
原
の
復
興
整
備
は
い
ち
だ
ん
と
進
ん
だ
。

何
よ
り
も

「父
島
九
」
は
ス
ピ
ー
ド
が
は
や
か

っ

た
。

航
海
迷
力
は
１４
　
５
ノ

ッ
ト

（「
林
九
」
は

‐２
　
５
ノ
ッ
ト
）。
東
京
～
父
島
の
航
海
時
間
⌒片
道
）

を
３８
時
問
に
短
縮
し
た
，

「林
九
」
は
４４
時
間
か
か

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

述
航
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
次
の

と
お
り
．

夏
季
に
は
復
航
の
父
島
発
を
日
曜
と
し
、

観
光
客
の
利
使
を
は
か
る
た
め
父
島
に
２
泊
し
た
。

（往
航
）
東
京
竹
之
発
　
　
水
曜
１７
時
３０
分

小
笠
原
父
鳥
着
　
金
曜
７
時
３０
分

（復
航
）
小
笠
原
父
島
発
　
土
曜
１８
時
３０
分

束
京
竹
芝
林
　
　
月
叫
８
時
３０
分

「椿
九
」
は
、

発
着
曜
日
は
同
じ
だ
が
、

行
航
の
竹

之
発
が
午
前
、

復
航
の
竹
芝
者
が
午
後
で
あ

っ
た
。

旅
客
定
員
は

「棒
九
」
の
２
倍
以
上
あ
り
、

前
述

の
よ
う
に
、

姓
池
】
初
か
ら
食
生
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

「
椿
九
」
は
客
室
の

一
部
を
充
当
し
、

運
賃
の

ほ
か
、

食
事
代
と
し
て
６
食
分
１
６
０
０
円
を
微
収

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
父
降
丸
」
で
は
、

食
”
代

徴
収
を
や
め
、

自
由
食
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

貨
物
合
容
積
は

「椿
九
」
の
３
倍
以
上
あ

っ
た
。

沖
縄
航
路
時
代
か
ら
の
冷
束
貨
物
倉
や
１０
ト
ン
デ
リ

ッ
ク
は
、

小
笠
原
航
路
で
も
布
川
で
あ

っ
た
。

残
念
な
が
ら

「父
鳥
九
」
が
小
笠
原
航
路
で
稼
働

し
た
の
は
、
１
９
７
９

（昭
和
５４
）
年
ま
で
の
６
年

問
で
あ
る
。

思
い
の
ほ
か
知

い
。
も
と
も
と
沖
純
航

路
用
に
道
ら
れ
た
船
で
あ
る
う
え
、

船
齢
が
２０
年
に

近
づ
き
、

半
晩
、

小
笠
原
航
路
に
適
し
た
高
速
貨
客

船
の
新
造
が
必
要
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
笠
原
航
怖
初
の
新
進
船
で
あ
る
初
代

「
お
が
さ

わ
ら
丸
」
（３
５
４
０
総
ト
ン
）
が
デ
ビ

ュ
ー
し
た

の
は
１
９
７
９
年
４
月
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な

っ

て
触
退
し
た

「
父
鳥
九
」
は
、

世
外
屈
指
の
コ
ン
テ

ナ
物
流
企
業
で
あ
る
台
湾
の
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

，
マ

リ
ン
に
売
却
さ
れ
、

航
海
練
習
船

「
長
練
田
お

【

『
思
ュ
ニ
Ｌ

と
し
て
余
生
を
お
く

っ
た
。
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